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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前面部が鉛直方向に対し傾けられた前面シャッタの内面側に作業空間が形成されるバイ
オハザード対策用の安全キャビネットであって、
　空気を吸込んで吐出す送風手段と、
　上記送風手段からの空気が吹き込まれ正圧状態を形成する圧力室と、
　上記圧力室から上記作業空間側に流れる空気を濾過する第１のフィルタと、
　上記第１のフィルタからの空気を整流し上記作業空間側に通す吹出し整流板と、
　排気口を有し上記作業空間内において作業対象物を載置する作業台と、
　装置外に排気する空気を濾過する第２のフィルタと、
　上記作業空間を囲む周辺構成部の外側に該作業空間に隣接して形成され、流入された空
気を負圧により上記第２のフィルタまたは上記送風手段側に導く負圧流路と、
　上記前面シャッタの内面に対向する上記周辺構成部のうち、上記作業空間の上方側の周
辺構成部と、該作業空間の側方両側部の周辺構成部とに設けられ、該作業空間内の空気を
上記負圧流路に吸込む空気吸込み口と、
　を備え、
　上記空気吸込み口から上記負圧流路に吸込んだ空気を、該負圧流路から上記第１、第２
のフィルタ側に導いて清浄化し、上記作業空間内に供給または装置外に排気する構成とし
たことを特徴とする安全キャビネット。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、医療、製薬など遺伝子操作の産業分野において、微生物・病原体などの取扱に
より発生する災害を防止する清浄作業台いわゆるバイオハザード対策用安全キャビネット
の構成に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、バイオハザード対策の人・環境と生物材料・病原体を物理的に隔離する安全キャビ
ネットとして、ＪＩＳＫ３８００に適合あるいは準拠するバイオハザード対策用クラスII
キャビネットが用いられている。該安全キャビネットでは、作業空間内への実験器具の出
し入れを容易に行えるようにするために、作業空間の前面部には開閉可能な構成の前面シ
ャッタが設けられる。ＪＩＳＫ３８００では、前面シャッタの上下側縁のレール部、上縁
のワイパ部から気流の漏れがないことを規定している。従来の安全キャビネットでは、前
面シャッタと作業空間との間にはパッキン・ワイパなどを設け、外部から細菌が該前面シ
ャッタと作業空間正面の合せ面の隙間から作業空間内へ侵入したり、反対に、作業空間内
で扱う生物材料や病原体が外部へ飛散したりするのをそれぞれ防止するようにしている。
従来の安全キャビネットの構成例を図７、図８に示す。図７は安全キャビネット全体の構
造例図、図８は前面シャッタと作業空間の合せ面部の拡大図である。図７、図８において
、１'は安全キャビネット、２は作業台、３は作業空間、４は排気用ＨＥＰＡフィルタ（
Ｈｉｇｈ　Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ　Ｐａｒｔｉｃｕｌａｔｅ　Ａｉｒ　Ｆｉｌｔｅｒ）、
５は給気用ＨＥＰＡフィルタ、６は送風機、７は吹出し整流板、８はワイパ、９は前面シ
ャッタ、１２は吹出し空気、１３は流入空気、１４は正圧汚染プレナム、１５は負圧汚染
プレナム、１８は空気吸込み口である。前面シャッタ９下部の空間から吸込まれた流入空
気１３は、作業台２の下部を通り、作業空間３の背面を通り、送風機６に吸込まれる。こ
の吸込まれる空気には、作業空間３で取扱っている生物材料や病原体が混入する。空気流
動部の圧力は、送風機６の吸込み側ではマイナス圧力となり、しかも生物材料や病原体な
どが通る。該生物材料や病原体などで汚染している該負圧空間１５を負圧汚染プレナム１
５という。また、送風機６から吹出された空気は、密閉された空間１４に送り出される。
該密閉された空間１４は、送風機６により加圧されて正圧状態となり、また生物材料や病
原体等で汚染されているため、正圧汚染プレナムという。該正圧汚染プレナム１４は給気
用ＨＥＰＡフィルタ５に連接している。該正圧汚染プレナム１４で加圧された空気は、給
気用ＨＥＰＡフィルタ５を通ることにより塵埃を除去され、清浄空気として作業空間３に
供給される。作業空間３内に供給される吹出し空気１２は、吹出し整流板７により整流さ
れ、吹出し風速の分布を均一にしている。前面シャッタ９の下部の作業空間開口部から吸
込まれた流入空気１３と、吹出し整流板７から吹出された吹出し空気１２は、負圧汚染プ
レナム１５を通り、一部の空気は、排気用ＨＥＰＡフィルタ４を通ることで、生物材料や
病原体などが付着した塵埃が該排気用ＨＥＰＡフィルタ４において除去され、安全キャビ
ネット１外へ排出される。排気用ＨＥＰＡフィルタ４は、正圧汚染プレナム１４に連接し
、送風機６の圧力により安全キャビネット１外へ排出される場合と、負圧汚染プレナム１
５に連接し、汚染プレナム外に設けられた送風機（図示なし）により、安全キャビネット
１内の空気を装置外へ排出する場合の２通りがある。生物材料や病原体などを取扱う作業
者は、前面シャッタ９から作業空間３内を覗き込み、前面シャッタ９下部の開口部から手
を作業空間３内に挿入して作業を行う。また、前面シャッタ９と作業空間３の合せ面部に
おける外気の流入や内部空気の流出をワイパ８によって防止している。前面シャッタ９の
下方の開口部内の作業空間３の両側部には空気吸込み口１８を形成し、前面シャッタ９の
下方の開口部内の両端での気流の乱れを防止するようにしている。また、前面シャッタ９
は、作業空間３の内部を作業者が見易いようにするため、その前面部を鉛直方向に対して
１０゜程度傾けてある。安全キャビネットの前面シャッタ部における外気の流入や内部空
気の流出を防止する技術例としては、この他、特許第２８８３４２０号明細書（特許文献
１）や、特開平６－２９７３５６号公報（特許文献２）や、特開２０００－３４６４１８
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号公報（特許文献３）に記載されたものがある。特許第２８８３４２０号明細書には、前
面シャッタと作業空間との間にパッキンを設けて気密性を保持する構成が記載されている
。特開平６－２９７３５６号公報には、清浄作業台として、給排気ユニットと作業室ユニ
ットとの連結部を負圧にする構成と、該給排気ユニットでダンパで風量を調整して外から
空気を取り入れる構成とが記載されている。該作業室ユニットの前面シャッタに対向する
部分に空気吸込み口を設ける構成はない。特開２０００－３４６４１８号公報には、作業
空間を形成する筐壁部のガラス窓の内周縁に、内部を陰圧空気吸入路とする吸入ダクトを
設け、該陰圧空気吸入路の陰圧により、アイソレータ装置内の圧力空気が通気性パッキン
グを通して吸引口から上記吸入ダクト内に流入するようにし、上記アイソレータ装置内の
空気が上記ガラス窓の部分から外部に漏れないようにした構成が記載されている。
【０００３】
【特許文献１】
特許第２８８３４２０号明細書
【特許文献２】
特開平６－２９７３５６号公報
【特許文献３】
特開２０００－３４６４１８号公報
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上記従来技術のうち、図７、図８に示す構成の安全キャビネットでは、上記ワイパ８は、
ゴムや樹脂で形成されるため、前面シャッタ９との間の摩擦や劣化により破損し易く、破
損した場合は、外気の侵入や内部空気の外部への漏れを防止することができなくなる。こ
のため、ワイパ８の定期的な交換が必要となる。また、空気吸込み口１８は、単に、前面
シャッタ９の下方の開口部内の作業空間３の両側部に形成されるに過ぎないため、前面シ
ャッタ９と作業空間側面３ａ'のコーナ部における乱流の発生や、前面シャッタレール１
０の部分からの空気の漏れなどを防止することはできない。前面シャッタレール１０と作
業空間３の上端のワイパ８とのコーナ部から空気が漏れる場合もある。また、前面シャッ
タ９は、その前面部を鉛直方向に対し１０゜程度傾けてあるため、前面シャッタ９の傾斜
構造に起因する作業空間３内での空気の剥離現象が発生する。一般に、流動方向に広がり
を持つ空間内においては、流路の幅が両側で約４°～５°（片側では約２°～２．５°）
以上広がった場合、該流路の内壁部に剥離現象が発生することが知られている。この剥離
を防止すべく、前面シャッタ９付近の吹出し気流１２の速度を上げるなどの対策が講じら
れるが、該対策技術では作業空間３内における前面シャッタ９付近の空気速度も増大し、
その結果、前面シャッタ９の上部や、両側面の前面シャッタレール１０部付近などから空
気が一層外部に漏れ易くなる。また、特許第２８８３４２０号明細書や特開２０００－３
４６４１８号公報に記載された技術では、作業空間の気密性を保持したり、アイソレータ
装置内の空気が装置外に漏れないようにしたりするために、前面シャッタまたはガラス窓
と作業空間との間にパッキンを設ける必要がある。また、特開平６－２９７３５６号公報
に記載された技術は、作業室ユニットと給排気ユニットを締結する構成の清浄作業台にお
いて、締結構造に起因して給排気ユニットから汚染物質が漏れるのを負圧によって防ぐと
した技術であり、作業室ユニットの前面シャッタ部における空気の漏れや侵入を抑える技
術ではない。
本発明の課題点は、上記従来技術の状況に鑑み、バイオハザード対策用クラスIIキャビネ
ット等の安全キャビネットにおいて、（１）作業空間内の生物材料や病原体などが前面シ
ャッタの周辺から漏れたり、外部から侵入したりしないようにし、これらによる感染を防
止することができること、（２）作業者が作業空間内を見易いこと、（３）作業空間内の
空気の流れを滑らかにすることができ、作業空間内での細菌の相互汚染を防止可能なこと
、（４）ワイパの点検や交換を不要にできること、等である。
本発明の目的は、かかる課題点を解決できる技術の提供にある。
【０００５】
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【課題を解決するための手段】
　上記課題点を解決するために、本発明では、前面部が鉛直方向に対し傾けられた前面シ
ャッタの内面側に作業空間が形成されるバイオハザード対策用の安全キャビネットとして
、空気を吸込んで吐出す送風手段と、該送風手段からの空気が吹き込まれ正圧状態を形成
する圧力室と、該圧力室から上記作業空間側に流れる空気を濾過する第１のフィルタと、
該第１のフィルタからの空気を整流し上記作業空間側に通す吹出し整流板と、排気口を有
し上記作業空間内において作業対象物を載置する作業台と、装置外に排気する空気を濾過
する第２のフィルタと、上記作業空間を囲む周辺構成部の外側に該作業空間に隣接して形
成され、流入された空気を負圧により上記第２のフィルタまたは上記送風手段側に導く負
圧流路と、上記前面シャッタの内面に対向する上記周辺構成部のうち、上記作業空間の上
方側の周辺構成部と、該作業空間の側方両側部の周辺構成部とに設けられ、該作業空間内
の空気を上記負圧流路に吸込む空気吸込み口と、を備え、該空気吸込み口から上記負圧流
路に吸込んだ空気を、該負圧流路から上記第１、第２のフィルタ側に導いて清浄化し、上
記作業空間内に供給または装置外に排気する構成とする。
【０００６】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の実施例につき、図面を用いて説明する。
　図１、図２は本発明の第１の実施例の説明図である。図１（ａ）は安全キャビネットの
側面図、図１（ｂ）は同正面図、図２（ａ）は、図１中のＡ部の拡大図、図２（ｂ）は、
図１中のＢＢ部の断面を示す図である。
　本第１の実施例は、前面シャッタの内面対向部に設ける空気吸込み口を、作業空間に対
し上方側部分と側方両側部分とに設ける場合の構成例である。
　図１、図２において、１は安全キャビネット、１ａは安全キャビネット１の本体ケース
、２は作業台、３は作業空間、３ａは作業空間３の側面、４は排気用ＨＥＰＡフィルタ、
５は給気用ＨＥＰＡフィルタ、６は送風手段としての送風機、７は吹出し整流板、９は前
面シャッタ、１２は作業空間３への吹出し空気、１３は外部からの流入空気、１４は圧力
室としての正圧汚染プレナム、１５は負圧流路としての負圧汚染プレナム、１６ａ、１６
ｂはそれぞれ、作業空間３を形成する部材上にあって該作業空間３を囲む周辺構成部の、
前面シャッタ９の内面に対向する部分に設けられた空気吸込み口、２１は内部照明燈、２
２は外部照明燈、３０は作業台２の面内に設けられた排気口、３１は、作業空間３を形成
する装置背面側の部材に設けられた排気口である。空気吸込み口１６ａは、作業空間３を
囲む周辺構成部のうち該作業空間３の上方側の周辺構成部に設けられ、空気吸込み口１６
ｂは、作業空間３を囲む周辺構成部のうち該作業空間３の側方両側部の周辺構成部に設け
られ、それぞれが、複数の貫通孔から構成される。前面シャッタ９は、作業空間３の内部
を作業者が見易くするために、その前面部を鉛直方向に対し角度θだけ傾けてある。作業
空間３の内部を作業者が見易い該前面部の傾き角θは約３゜～４５゜の範囲である。また
、排気口３０、排気口３１及び空気吸込み口１６ａ、１６ｂはいずれも負圧汚染プレナム
１５に連接されている。前面シャッタ９下部の空間から作業空間３内に吸込まれた流入空
気１３は、排気口３０を抜けて作業台２の下部を通り、作業空間３の背面側を通って送風
機６に吸込まれる。この送風機６に吸込まれる空気には、作業空間３を通過する過程で作
業空間３内の生物材料や病原体が混入する。送風機６の空気吸込み側では負圧空間すなわ
ち負圧汚染プレナム１５が構成され、送風機６の空気吐出し側では加圧により正圧空間す
なわち正圧汚染プレナム１４が構成される。送風機６から吐出された空気は、正圧汚染プ
レナム１４で加圧され、給気用ＨＥＰＡフィルタ５を通される。該給気用ＨＥＰＡフィル
タ５では、生物材料や病原体の付着した塵埃を除去されて清浄空気とされる。該清浄空気
は、吹出し整流板７により整流され、吹出し空気１２として作業空間３内に供給される。
吹出し整流板７は整流によって吹出し風速の分布を均一にする。吹出し空気１２を含む作
業空間３内の空気は、排気口３０と、排気口３１と、前面シャッタ９の内面に対向する部
分に設けられた空気吸込み口１６ａ、１６ｂとから負圧汚染プレナム１５に流入する。排
気口３０と排気口３１から負圧汚染プレナム１５に流入した空気は、送風機６に吸込まれ
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、正圧汚染プレナム１４で加圧され、給気用ＨＥＰＡフィルタ５で生物材料や病原体の付
着した塵埃を除去されて清浄空気とされ、吹出し整流板７で整流され、吹出し空気１２と
して再び作業空間３内に供給される。空気吸込み口１６ａ、１６ｂには、作業空間３内の
空気のうち主として作業空間３の周辺部と前面シャッタ９の内面部とにある空気が流入す
る。該空気吸込み口１６ａ、１６ｂから負圧汚染プレナム１５に流入した空気は、排気用
ＨＥＰＡフィルタ４により生物材料や病原体の付着した塵埃を除去され清浄空気とされて
装置外に排出される。本第１の実施例では、空気吸込み口１６ａ、１６ｂの設けられる作
業空間３の周辺構成部は、本体ケース１ａの一部に設けられる。空気吸込み口１６ａ、１
６ｂは、負圧汚染プレナム１５と連結されることで吸込み口がマイナス圧となり、吸込み
空気流を形成する。また、従来は、前面シャッタ９の内面側で作業空間３を囲む周辺構成
部側で乱流状態となり、前面シャッタレール１０と前面シャッタ９との間の隙間など前面
シャッタレール１０の付近部から作業空間３の外部に漏れていた空気も、本第１の実施例
構成では、図２に示すように、空気吸込み口１６ａ、１６ｂから吸込まれて外部に漏れな
いようにされ、また、外部から作業空間３内に入り込もうとする空気も、該空気吸込み口
１６ａ、１６ｂから吸込まれて、作業空間３の内奥側へは流動しないようにされる。これ
により、作業空間３内と外部の空気の物理的隔離が図られる。上記空気吸込み口１６ａ、
１６ｂは、上記周辺構成部側での上記乱流状態もなくして作業空間３内における空気の流
動を滑らかにする作用もある。
【０００７】
上記第１の実施例によれば、上記空気吸込み口１６ａ、１６ｂによる前面シャッタ９の内
面側の空気の吸込みにより、作業空間３の内部の空気が、該前面シャッタ９と前面シャッ
タレール１０との間の隙間など該前面シャッタ９の係合部側から装置外に漏れるのを防止
することができる。この結果、作業空間３の内部の空気は、負圧汚染プレナム１５を経て
排気用ＨＥＰＡフィルタ４を通り、装置外へ排出されるため、装置外への生物材料や病原
体の漏れ防止が可能となり、これらによる感染が防がれる。また、外部の空気の侵入も阻
止することができる。この点から安全性の高い安全キャビネットを提供できる。また、空
気吸込み口１６ａ、１６ｂによる空気の吸込みにより、前面シャッタ９の傾斜構造に起因
する作業空間３内での空気の剥離現象の発生を抑えることができる。このため、作業空間
３内を剥離現象のない滑らかな空気の流動状態として、例えば作業空間３内での異種の細
菌などの相互汚染を防止することができ、かつ、作業者が作業空間３の内部を見易くした
状態で所定の作業を行うことが可能となる。また、ワイパなど短寿命の消耗品を使用しな
い構成のため、これらの点検や交換などのメンテナンスが不要となる。
【０００８】
図３、図４は本発明の第２の実施例の説明図である。図３（ａ）は安全キャビネットの側
面図、図３（ｂ）は同正面図、図４（ａ）は、図３中のＡ部の拡大図、図４（ｂ）は、図
３中のＢＢ部の断面を示す図である。
本第２の実施例は、前面シャッタの内面対向部に設ける空気吸込み口を、作業空間に対し
側方両側部分の前面シャッタレールに沿った部分に設け、かつ、ワイパも併設する場合の
構成例である。
図３、図４において、８は、外気の流入や内部空気の流出を阻止するためのワイパである
。１６ａは、前面シャッタの内面対向部に設けられる空気吸込み口であって、作業空間に
対し側方両側部分で前面シャッタレールに沿った部分に設けられる。作業空間に対し上方
側には、上記第１の実施例における空気吸込み口１６ｂに該当する空気吸込み口は設けな
い。他の部分の構成は上記第１の実施例の場合と同様であり、該第１の実施例の場合と同
じ符号を付す。空気吸込み口１６ａ及び他の部分の作用は上記第１の実施例の場合と同じ
である。
【０００９】
上記第２の実施例によっても、上記空気吸込み口１６ａによる前面シャッタ９の内面側の
空気の吸込みにより、作業空間３の内部の空気が、該前面シャッタ９と前面シャッタレー
ル１０との間の隙間などから装置外に漏れるのを防止することができる。この結果、作業
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空間３の内部の空気は、負圧汚染プレナム１５、排気用ＨＥＰＡフィルタ４を通って装置
外へ排出されるため、装置外への生物材料や病原体の漏れ防止が可能となり、これらによ
る感染が防がれる。また、空気吸込み口１６ａによる空気の吸込みにより、前面シャッタ
９の傾斜構造に起因する作業空間３内での空気の剥離現象の発生を抑えることができる。
このため、作業空間３内を剥離現象のない滑らかな空気の流動状態とし流動状態として、
例えば作業空間３内での異種の細菌などの相互汚染を防止することができ、かつ、作業者
が作業空間３の内部を見易くした状態で作業を行うことが可能となる。また、負圧汚染プ
レナム１５を形成する本体ケースの構造を簡素化することが可能となる。
【００１０】
図５、図６は本発明の第３の実施例の説明図である。図５（ａ）は安全キャビネットの側
面図、図５（ｂ）は同正面図、図６（ａ）は、図５中のＡ部の拡大図、図６（ｂ）は、図
５中のＢＢ部の断面を示す図である。
本第３の実施例は、前面シャッタを鉛直方向に立てて設け、かつ、上記第２の実施例の場
合と同様、前面シャッタの内面対向部に設ける空気吸込み口を、作業空間に対し側方両側
部分の前面シャッタレールに沿った部分に設けるとした場合の構成例である。
図５、図６において、９は鉛直方向に立てて設けた前面シャッタである。１６ａは、前面
シャッタの内面対向部に設けられる空気吸込み口であって、作業空間に対し側方両側部分
で前面シャッタレールに沿った部分に設けられる。作業空間に対し上方側には、上記第２
の実施例と同様、上記第１の実施例における空気吸込み口１６ｂに該当する空気吸込み口
は設けない。空気吸込み口１６ａの作用は上記第２の実施例の場合と同じである。他の部
分の構成、作用も上記第２の実施例の場合と同様である。
【００１１】
上記第３の実施例によっても、上記空気吸込み口１６ａによる前面シャッタ９の内面側の
空気の吸込みにより、作業空間３の内部の空気が、該前面シャッタ９と前面シャッタレー
ル１０との間の隙間などから装置外に漏れるのを防止することができる。この結果、作業
空間３の内部の空気は、負圧汚染プレナム１５、排気用ＨＥＰＡフィルタ４を通って装置
外へ排出されるため、装置外への生物材料や病原体の漏れ防止が可能となり、これらによ
る感染が防がれる。作業空間内側面３ａと前面シャッタ９とのコーナ部の空気流動の乱れ
を防止することも可能となり、例えば作業空間３内での異種の細菌などの相互汚染などを
防止することができる。また、負圧流路としての負圧汚染プレナム１５を形成する本体ケ
ースの構造を簡素化することも可能となる。
【００１２】
なお、上記各実施例では前面シャッタを安全キャビネットの一面側にだけ設ける構成とし
たが、本発明はこれに限定されず、前面シャッタを安全キャビネットの複数面側に設ける
構成としてもよい。
【００１３】
【発明の効果】
本発明によれば、安全キャビネットにおいて、ワイパやパッキンなどを用いずに、生物材
料や病原体などが前面シャッタの周辺から漏れたり、外部から侵入したりするのを防止す
ることができる。作業空間内での細菌の相互汚染の防止も可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例としての安全キャビネットの構成を示す図である。
【図２】図１の構成の要部拡大図である。
【図３】本発明の第２の実施例としての安全キャビネットの構成を示す図である。
【図４】図３の構成の要部拡大図である。
【図５】本発明の第３の実施例としての安全キャビネットの構成を示す図である。
【図６】図５の構成の要部拡大図である。
【図７】従来の安全キャビネットの構成例を示す図である。
【図８】図７の構成の要部拡大図である。
【符号の説明】
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１…安全キャビネット、　１ａ…本体ケース、　２…作業台、　３…作業空間、　４…排
気用ＨＥＰＡフィルタ、　５…給気用ＨＥＰＡフィルタ、　６…送風機、　７…吹出し整
流板、　８…ワイパ、　９…前面シャッタ、　１０…前面シャッタレール、　１１…作業
台面吸込みスリット、　１２…吹出し空気、　１３…流入空気、　１４…正圧汚染プレナ
ム、　１５…負圧汚染プレナム、　１６ａ、１６ｂ、１８…空気吸込み口、　３０、３１
…排気口。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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